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型 Mn 酸化物での 2 次元的な電子状態に興味を持ち、ストロンチウム Mn 酸化
物 Sr2-xRxMnO4 (SRMO)について、主に透過型電子顕微鏡を用いてその詳細を明
らかにした。 
SRMO のエンド酸化物 Sr2MnO4は、電子配置 t2g3の Mn4+イオンから成る絶縁
体である。その特徴は、t2g軌道の局在スピンが、約 170K 以下の温度域におい
て 2 次元的な G 型の反強磁性配列へと相転移することである。この Sr2MnO4
の Sr2+イオンの一部を R3+イオンで置換すると、Mn3+イオンの出現を通して、
系には eg電子が導入される。このため、SRMO の低 R 組成域には、比較的少数















本博士論文では、SRMO の中で、約 0.122nmと約 0.116nmのイオンサイズを
有する La3+および Nd3+イオンで置換した、Sr2-xLaxMnO4 (SLMO)と Sr2-xNdxMnO4 
(SNMO)を取り上げて、その電子状態の特徴を実験により明らかにした。ここ






答を通して行った。具体的には、作製した SLMO および SNMO 試料の結晶学
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的特徴を、主に透過型電子顕微鏡を用いた低温その場観察により明らかにした。
これらの結果をまとめた本博士論文は、以下の 6 章から構成されている。 
第一章「緒言」では、上述した K2NiF4型の層状ペロブスカイト Mn 酸化物で















荷整列のない OO 状態であることが明らかとなった。これら状態の 15K におけ
る微細組織については、まず DT 状態では、<110>方向に沿ったツイードパター
ンが観察され、θ＝2π/3 の(3x2－r2)あるいは 4π/3 の(3y2－r2)軌道状態から成る、
ヤーンテラークラスターの無秩序分布の存在が示された。次に、電荷整列のな
い OO 状態は、幅約 30nm のバンド状分域構造から成ること、このバンド状分









状態から試料を冷却すると、まず、幅 10nm 程度のバンド形状を持った、1 つ
の OO バリアントが DT 母相中に出現し、試料中には(DT+OO)2 相共存を示すバ
ンド状分域構造が形成された。その後、DT バンドはもう 1 つの OO バリアント
へと変化し、結果として、2 つの OO バリアントから構成されるバンド状分域
構造と成った。さらに、興味深い特徴として、OO 状態の低温域では、細かな
バンドの消失も認められた。結局、OO 状態のバンド状分域構造の形成は、濃





















なイオンサイズを持つ Nd3+で置換した SNMO に関して、その電子状態の特徴
を明らかにするため、透過型電子顕微鏡を用いて、作製した SNMO 試料の結晶
学的特徴を調べた。得られた結果から、SNMO での基底状態は、eg電子数の増
加により、DT 状態、C 型反強磁性(CAF)を伴った OO 状態、さらに ICOO 状態
へと変化することがわかった。また、OO 状態の分域構造は、CAF 秩序を伴っ
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